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インフリキシマブ（以下IFX）はクローン病の治療に必要不可欠な薬剤となっている。しかし、本剤の

使用に関しては未解決の点が多く、たとえば術後の再発予防効果もまだ強いエビデンスがあると

は言い難い。Top-down 療法の是非、免疫調整薬併用の必要性、栄養療法との併用効果、IFX 不

耐例への対応なども同様である。そこで、本セッションではクローン病に対するIFXの現状を討論し、

これら問題点解決の糸口をつかめればと考える。 


